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山下 勇次（野生動物学） 
【目的】 
エゾライチョウ（Tetrastes bonasia）は近年，生息数が減少傾向にあるといわれており，生息状
況や個体数に関する詳細なデータが不足している為，北海道では狩猟鳥でありながら希少種にも指
定され，管理において矛盾が生じている鳥類である．中型の食肉目がエゾライチョウの捕食者であ
ると予想されるが，中でもキタキツネ（Vulpes vulpes schrencki，以下キツネ）の個体数が増加し
た時期はエゾライチョウの個体数が減少した時期と一致している為，キツネの増加がエゾライチョ
ウ減少の主な原因となっているのではないかといわれている．しかし，それら捕食者とエゾライチ
ョウの直接的な関係に関する研究はほとんど実施されていない．又，エゾライチョウは植物質的食
性をしている為，落葉広葉樹の冬芽や新葉，果実などを餌としているがさまざまな樹林帯にて生息
が確認されており，具体的にどういった生息環境を好むのか判明しておらず，又，キツネやエゾタ
ヌキ（Nyctereutes procyonides albus，以下タヌキ）などは採食の為に落葉広葉樹林を好んで
利用していることが報告されているが，それら捕食者と予想される動物とエゾライチョウの生息環
境を比較し，検討した研究はほとんど実施されていない．  
これらのことからエゾライチョウの生息数減少の主な要因とされる捕食者の個体群との関係を
検討することは重要であり，今後保全を考える上で必要な基礎資料とすることを目的とした． 
【方法】 
 西興部村内に 2km の調査ルート（林道 A，B，C）を設定し，コールセンサス調査とカメラトラ
ップ調査を実施した．鳴き返し個体数と撮影頻度を算出し，Spearman の順位相関係数を用いてそ
の関係を分析した．又，撮影頻度が高かったポイントについて GIS によって植生割合を算出し，
Spearman の順位相関係数を用いて植生とエゾライチョウやその捕食者と予想される動物の関係
を検討した． 
【結果】 
コールセンサス調査によるルート別のエゾライチョウの鳴き返し個体数の結果を表 1 に示す． 
又，カメラトラップ調査によるルート別の撮影頻度の結果を表 2 に示す． 
今回撮影されたエゾライチョウの捕食者と予想される動物はキツネ，タヌキ，エゾクロテン
（Martes zibellina brachyura），ノネコ（Felis catus）の 4 種であったが，エゾクロテンとノネコ
の撮影数は非常に少なかった為，今回の解析ではキツネとタヌキのデータのみ使用した． 
エゾライチョウの鳴き返し個体数とキツネ，タヌキの撮影頻度，又，エゾライチョウの撮影頻度
とキツネ，タヌキの撮影頻度の間に相関は見られなかった（表 3，4）． 
 種別の撮影頻度が高かったポイントの植生割合を表 5 で示す．又，種別の撮影頻度と植生割合の
間では，エゾライチョウの撮影頻度と針広混交林の割合においてのみ正の相関が見られ，有意であ
り，キツネ，タヌキの撮影頻度と植生割合の間に相関は見られなかった（ｒｓ＝0.873494，Ｐ＝
0.004593，図 1）．  
本研究においてエゾライチョウとその捕食者における個体群密度に直接的な関係を表すことは
出来なかった．しかし，キツネやタヌキなどの捕食者と予想される動物が好む環境をエゾライチョ
ウは忌避している可能性が示唆された． 
表 1．調査ルート別鳴き返し個体数（羽） 
  
調査ルート(実施日数） 日の出時刻（割合） 正午（割合） 計 
林道 A（n=8) 25（43.1%） 33（56.9%） 58 
林道 B（n=13） 26（68.4%） 12（31.6%） 38 
林道 C（n=12） 10（76.9%） 3（23.1%） 13 
     
図 1．エゾライチョウの撮影頻度と針広混交林の割合を用いた散布図，  
ｒｓ = 0.873494，P = 0.004593，正の相関あり． 
表 2．調査ルート別撮影頻度（枚/日）   
調査ルート エゾライチョウ キツネ        タヌキ 
林道 A 0.670 1.021 1.213 
林道 B 0.181 4.894 1.851 
林道 C 0.032 1.394 1.606 
表 3．鳴き返し個体数とキツネ，タヌキの撮影頻度による相関 
 
種別 調査ルート Rs p 
キツネ 林道 A -0.2702812 0.5577 
キツネ 林道 B 0.360375 0.4271 
キツネ 林道 C -0.1443376 0.7575 
タヌキ 林道 A -0.3423562 0.4523 
タヌキ 林道 B -0.4144312 0.3553 
タヌキ 林道 C 0 1 
表 4．エゾライチョウの撮影頻度とキツネ，タヌキの撮影頻度による相関 
種別 調査ルート Rs p 
キツネ 林道 A -0.4727273 0.2841 
キツネ 林道 B -0.1970276 0.672 
キツネ 林道 C -0.2227177 0.6312 
タヌキ 林道 A -0.1818182 0.6964 
タヌキ 林道 B -0.03940552 0.9332 
タヌキ 林道 C -0.04454354 0.9245 
表 5．種別の撮影頻度が高かったポイントの平均植生割合±SD（%） 
種別 常緑針葉樹林 落葉広葉樹林 針広混交林 草地 
エゾライチョウ 34.83±18.67 13.83±21.37 40.90±27.59 10.44±11.93 
キツネ 51.56±22.92 9.25±16.81 32.49±26.20 6.70±8.35 
タヌキ 44.48±20.38 14.36±22.21 37.00±26.80 4.16±7.06 
